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【９月定例会】　
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【一般質問】　
いじめ・不登校対策、雇用対策、町民バス ・・６ 10月18日に第１回六戸学園祭が開催されました。17日の前日祭では、

開祭式の後、吹奏楽部の演奏、ステージイベントがありました。
ステージイベントではバンドや歌、祭囃子が行われ、児童生徒たち
は大いに盛り上がりました。（令和7年10月17日撮影）

第1回六戸学園祭

議会だより議会だより №126
令和7年

11月21日発行

六戸町議会
ホームページ
QRコード



3　ろくのへ議会だより　No.126 令和７年11月21日発行　2

令和６年度　132億6016万円

歳出
令和５年度　73億3816万円

20億
6729万円

17億
1483万円

3億
9251万円

11億
611万円

4億
3245万円

6億
8809万円

2億
8498万円

22億
1193万円

77億
4548万円 ４億

1089万円

10億
1875万円

4億
1976万円

6億
7439万円

2億
8750万円

4億5731万円 8394万円2906万円 8155万円

民生費 教育費
衛生費

公債費

その他（商工費・労働費）

3億
3855万円 6753万円8531万円2万円

総務費

土木費
消防費

農林水産費
災害復旧費
議会費

依存財源

令和６年度　134億8207万円

歳入

令和５年度　75億8069万円

14億
4470万円

22億
9858万円

7億
4328万円

29億
7872万円

自主財源

14億
9949万円

13億
214万円

9億
2667万円

22億
3691万円

45億
3540万円

5億5380万円

7億
7048万円

3億
9099万円

1億8070万円
1億
3980万円

7億
4263万円1億

252万円

8240万円

1億
3347万円

町税 町債国庫支出金

地方譲与税

県支出金

諸収入など

繰越金 繰入金 その他地方交付税

　
９
月
定
例
会
は
、
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
７
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の

決
算
で
は
、
詳
し
く
審
議
す
る
た
め
に
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
２
日
間
の
期
間
を
設
け
、

９
日
は
一
般
会
計
、
10
日
は
特
別
会
計
等
を
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
例
会
の
本
会
議
で
は
、
令
和
６
年
度

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
、
補
正
予
算
、
条
例
制

定
、
人
事
案
件
を
含
む
18
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
、
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
決
算

令和６年度会計別の決算の状況 　（金額：円）

会計の種類 歳入（収入） 前年度との
比較

増減率
（％） 歳出（支出） 前年度との

比較
増減率
（％）

一 般 会 計 134億8207万 59億137万 77.8 132億6016万 59億2199万 80.7

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 11億9619万 △4557万 △3.7 11億8166万 △3167万 △2.6

介 護 保 険 事 業 13億6022万 △6313万 △4.4 13億5328万 1317万 1.0 

後 期 高 齢 者 医 療 1億6793万 1898万 12.7 1億6350万 1956万 13.6

国民健康保険診療所事業 3億7176万 △419万 △1.1 3億7176万 △419万 △1.1

特 別 会 計 の 合 計 30億9611万 △9392万 △2.9 30億7022万 △312万 △0.1

下 水 道 事 業 会 計 10億2300万 10億161万

※金額はすべて1万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません

町の借金(町債)、貯金(基金)はどのくらい？

（年度）
10

20

30

40

50

60

70

80
（億円）

R6R2 R3 R4 R5
基金↑

町債↓ 44億
2096万円

39億
339万円

39億
5690万円

41億
4729万円

85億
6875万円

42億
9406万円

41億
4722万円

31億
4232万円

38億
4770万円

38億
8602万円

借金（町債）
増！

過去5年間の町の借金と貯金の残額をグラフ化したもの。

監査意見　　― 今後も適正運営に期待 ―
　令和６年度一般会計の決算額は、歳入は、前年度比
59億137万円（77. 8％）増の、134億8207万円。歳出
は、前年度比59億2199万円（80. 7％）増の、132億
6016万円。
　歳入では、六戸学園建設整備費に係る公立学校施設
整備費負担金のほか、基準財政需要額の増による地方
交付税の増額等により、大幅な増収となった。
　また、歳出では六戸学園建設整備費の増加により、
支出も大幅に増加した。令和６年度での一番の大きな
事業は、六戸学園建設工事であったが、無事に完成し、
令和７年４月１日に開校を迎えた。
　六戸学園建設整備のため、令和６年度は決算額が大
幅な増となったが、定額減税補足給付金（調整給付）を
始めとする、各種給付金事業や創業支援事業、令和８
年度に行われる国民スポーツ大会を見据えた体育施設
の改修及び農業者に対する各種補助金事業など、町民
生活を支える施策も計画的に行われた。

　引き続き、町税や交付金・補助金等の財源確保を行
うとともに、事業の精査と歳出削減に努めながら、令
和10年度から始まる六戸学園建設費の元金の償還に
向けて、今後は更に健全な財政運営を行う必要がある。
限りある行財政資源を有効に活用しながら、安全安心
な町民生活の確保と、地域経済の停滞を招くことのな
い財政運営を期待する。

⃝町民バス運行事業　　　　　　　　1億1307万円
⃝多面的機能支払交付金　　　　　　　　5894万円
⃝特定健康診査等事業費　　　　　　　　1075万円
⃝食育推進事業（ろくのへ元気プロジェクト）

200万円
⃝メイプルスタジアム改修事業　　　1億1748万円

⃝青の煌めきあおもり国スポ六戸町開催競技会場等
　設計業務　　　　　　　　　　　　　　　　 66万円
⃝町立義務教育学校六戸学園建設事業

67億1664万円
⃝町立図書館建設事業　　　　　　　　1億1190万円

※六戸学園と図書館事業については令和5・6年度の継続事業です。

主な事業

どう使った？132億円

教育費、六戸学園 の建設で大幅増
令
和
６
年
度
決
算

※グラフの金額はすべて１万円未満を切り捨てていますので、合計とは一致しません。

監査委員が決算審査を行う様子

分
かりや

すく、教えてください

合川仁さん㊧　合川佑さん㊨（折茂）

決 算六 戸 町
令 和 6 年 度

令
和
６
年
度
決
算

去年の4.5倍増！

今回のトピックスは、野生動物についてです。野生動物
トピックス

クマ ～ 日本に生息するクマは主に２種類で、北海道に生息するヒグマと
本州以南にいるツキノワグマです。

野生動物
トピックス
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盛田嘉彦委員
　令和6年度、診療所が町から赤字補填のために
繰入した額は約１億3600万円。また補助金が、約
4700万円充てられ、合計約1億8300万円。この
金額に対して、町長の考えは。
町長
　医療機関は数字だけで判断するものではありま
せんが、町の医療機関として役割を果たしている
のかと考えると、疑問に感じるところもあります。

長根一男委員
　診療所全体で財政赤字について意識を持たない
と、なかなか難しい問題だと思う。意識を持たせ
るための対策は。
診療所事務長
　昨年度より、町長を交え、診療所の財政はとて
も厳しいと、職員全体に常日頃から伝えておりま
す。今後も情報収集しながら、何かいい手だてを
探していきたいと思います。

下田敏美委員
　診療所の内科と整形外科の患者数は。
診療所事務長
　内科の患者数は1万308名、1日当たり約40名。
整形外科は週1回の午前中のみの診療となります
が、患者数は1115名、1日当たり約19名です。

下田敏美委員
　効率的な運営や、サービス向上のためにも、診
療所の運営を民間化することも検討しては。
町長
　選択肢として民営化、もしくは診療所を残すか
残さないかというのを含めて、今後検討していき
たいと思います。

わたしたちのお金は？ 決算特別委員会

六戸町国民健康保険診療所

診療所

　決算特別員会の審査の中から、いくつかの内容
を要約して紹介します。
　決算額は万円未満は切捨しています。
　決算に関する資料は町のホームページにも掲
載されています。

杉山茂夫委員
　ふるさと納税の返礼品の開発などについては、
まちづくり推進課や、六戸ブランド研究会に任せ
るだけではなく、全庁で協議してはどうか。
町長
　農家の方や六戸ブランド研究会など、様々な方
と返礼品の開発に力を入れて今後協議していきた
いと思います。

杉山茂夫委員
　ふるさと納税のポータルサイトを運営している
企業が主催している、ふるさと納税のセミナーを
当町のものづくりに関わる方々へも行ってみては。
まちづくり推進課長
　今後検討していきたいと思います。

■ふるさと納税　決算額　3981万円（517件）

ふるさと納税の返礼品

杉山茂夫委員
※成年後見制度事業の決算額が昨年度決算に比べ

約３倍となっているが、今後も増加する見込みか。
※成年後見制度・・・認知症や知的障害、精神障害などで
判断能力が不十分になってしまった大人を保護する制度

介護高齢課長
　成年後見制度事業の町長申立実績は、令和５年
度は２件、令和６年度は４件となっています。こ
の制度の利用については、増加傾向にあります。

■成年後見制度利用支援事業　決算額　101万円

成年後見制度事業

高坂　茂委員
　六戸学園建設の総事業費は。
教育課長
　概算で六戸高校の解体事業に約３億５千万円。
建設事業で73億円、図書館で４億1千万円、外構
工事５億円、備品２億円、建物の解体工事を抜く
と、約85億円弱になります。

松橋一男委員
　図書館建設も公立学校施設等整備費負担金の補
助対象となっているのか。
教育課長　
　図書館はその補助対象ではありません。別の起
債事業で建設しています。

六戸学園
久田伸一委員
　昨年度の全員協議会で小松ケ丘出張所の閉所を
検討していると説明していたが、その後の経過は。
町民課長
　現在検討中のため、決定次第報告します。

小松ケ丘出張所

高坂　茂委員
　創業支援事業補助金の目的や内容は。
まちづくり推進課長
　この事業は、町内で新しい事業の創出を促進し、
地域の活性化と雇用の創出を図るものです。新た
に事業を始める方を支えるため、最大130万円まで
補助する制度です。

■六戸町創業支援事業補助金
　申請２件、うち事業完了１件　決算額130万円

創業支援事業補助金

長根一男委員
　のり面支障木の伐採をもっと早期に行うべきで
は。
建設下水道課長
　早めの伐採業務が実施できるよう、相談協議し
ながら来年度以降の予算要求に努めます。

のり面の管理

高坂　茂委員
　出産・子育て応援給付金の内容は。
福祉課長
　妊婦1人に５万円、出生した子ども１人につき
５万円が支給されるもので、申請時点で町に住民
登録をしている妊婦及び保護者が対象となります。

■出産・子育て応援給付金　決算額　530万円
　出産応援給付金41人
　子育て応援給付金62人（65児）

出産・子育て

　冬になると大きくなったのり面の
木が日陰になり、道路が凍って危険
な箇所ができます。大きな木になる
前に早めの伐採を望みます。

佐々木　宝蔵さん
岡沼　70歳

決
算
特
別
委
員
会

 以前、鼻血が止まらなくなり診療所に受
診しに行きましたが、診察も行われずに
玄関で耳鼻科に行くように促されました。
　応急処置だけでもしていただけると助
かると感じました。

成田　節子さん
柳町　72歳

決
算
特
別
委
員
会

一般会計等の
決算のあらまし

ヒグマ1 ～ 北海道のみに生息。森林開発などで生息圏を追われたヒグマによる家畜や
人身への被害が相次いだため、1966年に「春グマ駆除制度」が導入されました。

ヒグマ2 ～ 1966年の「春グマ駆除制度」の効果は絶大で一部の地域では絶滅が危惧されました。そこで
1990年に春グマ駆除を廃止し「クマとの共生」を掲げました。ヒグマの個体数が回復しました。

野生動物
トピックス

野生動物
トピックス
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一
般
質
問

乳
幼
児
期
の

必
需
品
の
助
成
を

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
―
町
長

松
ま つ

村
む ら

英
え い

子
こ

議員

問問　
六
戸
学
園
で
の
い
じ
め
、

不
登
校
児
の
数
は
。

教
育
長

教
育
長　
い
じ
め
は
７
月
末

時
点
で
前
期
課
程
６

件
、
後
期
課
程
は
０
件
。
不
登

校
の
児
童
生
徒
は
前
期
課
程
で

１
名
、
後
期
課
程
で
３
名
の
状

況
で
す
。

問問　
六
戸
学
園
が
開
校
し
て

半
年
経
過
し
た
が
、
い
じ

め
、
不
登
校
へ
の
対
策
は
。

教
育
長

教
育
長　
い
じ
め
対
策
と
し

て
、
六
戸
学
園
で
は

５
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
１
つ
目
、
子
ど
も
が
自
分
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
た
め
に
、

自
己
存
在
感
や
自
己
有
用
感
を

高
め
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
２
つ
目
、
子
ど
も
が
相
手
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
た
め
、

安
心
で
き
る
学
校
・
学
級
風
土

を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
、
子
ど
も
主
体
の
い

じ
め
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
４
つ
目
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
と
早
期
発
見
の
た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
学
級
ご
と
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
５
つ
目
、
い
じ
め
を
把
握
し

９
月
定
例
会
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

た
際
に
は
、
い
じ
め
対
策
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
組
織
的
な
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
不
登
校
対
策
で
は
、

主
に
４
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
１
つ
に
、
魅
力
あ
る
学
校
に

す
る
た
め
、
自
主
的
、
自
立
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
２
つ
に
、
個
に
応
じ
た
支
援

体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
特
別

支
援
教
育
を
学
校
経
営
の
大
き

な
柱
と
し
、
適
切
な
指
導
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
・
不
登
校
児
対
策
は

状
況
に
応
じ
組
織
的
な
対
応
―
教
育
長

登
校
が
難
し
い
子
供
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
内
に
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
学
習
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
に
、
不
登
校
を
早
期
発

見
す
る
た
め
、
※
チ
ャ
ン
ス
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
つ
に
、
不
登
校
傾
向
に
な

っ
た
際
、
状
況
に
応
じ
て
ケ
ー

ス
会
議
を
開
催
し
た
り
、
組
織

的
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問問　
い
じ
め
対
応
専
門
の
職

員
を
配
置
し
て
は
。

教
育
長

教
育
長　
現
在
、
六
戸
学
園

内
に
学
校
教
育
相
談

員
を
１
名
、
教
育
委
員
会
内
に

１
名
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
生
方
の
相
談
役
と

し
て
特
別
支
援
教
育
の
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
を
１

名
配
置
し
、
３
名
体
制
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
会
室
に
エ
ア
コ
ン
を

令
和
８
年
度
に
設
置
予
定
―
町
長

学
園
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
は

※
チ
ャ
ン
ス
相
談

　
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
場
面
を
利
用

し
て
行
う
短
時
間
の
教
育
相
談
の
こ
と

問問　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
紙
お
む
つ
の

無
償
提
供
や
ベ
ビ
ー
バ
ス
等
の
レ
ン
タ
ル
を
実

施
し
て
は
。

町
長
町
長　
乳
幼
児
期
の
必
需
品
の
助
成
に
関
し
て
は
、

物
品
の
支
給
な
ど
町
独
自
の
支
援
策
は
あ
り

ま
せ
ん
。
財
政
状
況
に
応
じ
、
先
進
事
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
に
は
冷
房
が

な
く
、
近
年
の
酷
暑
で
は
、
活
動
す
る
に
も
体

調
面
で
不
安
が
あ
る
。
冷
房
設
備
を
設
置
し
て
は
。

町
長
町
長　
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
へ
の
冷
房
空
調

設
備
設
置
工
事
経
費
を
計
上
す
る
予
定
で
す
。

ツキノワグマ1 ～ 本州と四国に生息。九州では絶滅したとされています。九州は険しい山岳が少なく、
人間による開発がしやすくツキノワグマにとって生息域が狭まったのが原因と考えられています。

野生動物
トピックス
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一
般
質
問
誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町の雇用対策は
雇用拡大の施策を継続実施 ― 町長

長
な が

根
ね

一
か ず

男
お

議員

町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

必
要
に
応
じ
検
討
―
町
長

問問　
町
内
会
へ
の
加
入
率
は
。

町
長
町
長　
令
和
７
年
１
月
６
日

時
点
で
の
加
入
率
は

58
・
8
％
で
す
。

問問　
近
年
、
町
内
会
の
必
要

性
を
感
じ
な
い
人
た
ち
が

増
加
し
て
い
る
。
町
内
会
へ
加

入
し
な
い
人
た
ち
へ
、
町
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

町
長
町
長　
町
内
会
は
自
主
的
に

組
織
さ
れ
活
動
し
て
い

る
団
体
で
す
の
で
、
町
と
し
て

加
入
を
強
制
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
町
内

会
活
動
を
魅
力
的
な
も
の
に
す

る
た
め
、
町
内
会
が
自
主
的
に

企
画
運
営
す
る
事
業
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
施
策
を
継
続
し
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問問　
将
来
的
に
世
帯
数
が
減

少
し
、
町
内
会
の
活
動
が

難
し
く
な
る
の
で
は
。

町
長
町
長　
町
で
は
町
内
会
長
を

対
象
と
し
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
継
続
セ
ミ
ナ

ー
を
行
い
、
人
口
減
少
に
対
応

し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
な
ど
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
移
住
し
た

人
を「
地
域
隊
員
」と
し
て
自
治
体
が

委
嘱
す
る
も
の
。

　
今
後
も
、
町
内
会
運
営
の
参

考
と
な
る
研
修
会
を
開
催
し
、

町
内
会
活
動
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
※
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
採
用
す
る
考
え
は
。

町
長
町
長　
当
町
で
は
、
任
期
中

の
活
動
目
標
の
設
定
や
、

任
期
終
了
後
の
移
住
定
着
へ
向

け
て
の
環
境
整
備
が
十
分
に
整

っ
て
い
な
い
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
は
実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
必
要
に

応
じ
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地域コミュニティー維持継続セミナーの様子（7月12日実施）

問問　
六
戸
町
立
地
企
業
雇
用

奨
励
事
業
補
助
金
の
実
績

は
。町

長
町
長　
平
成
27
年
度
に
１
件
、

補
助
金
額
は
２
１
０
万

円
、
令
和
２
年
度
に
１
件
、
補

助
金
額
は
90
万
円
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

問問　
今
後
、
町
の
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
考

慮
し
、
六
戸
町
企
業
立
地
促
進

条
例
の
奨
励
金
、
最
大
３
５
０

０
万
円
の
見
直
し
を
検
討
し
て

は
。町

長
町
長　
金
矢
工
業
団
地
は
青

森
県
が
管
轄
し
、
分
譲

を
行
っ
て
い
る
工
業
団
地
で
す
。

青
森
県
の
補
助
金
制
度
と
し
て
、

青
森
県
産
業
立
地
促
進
費
補
助

金
、
最
大
で
20
億
円
を
補
助
す

る
優
遇
支
援
制
度
が
あ
り
、
県

で
も
積
極
的
に
金
矢
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
当
町
と
し
て

も
県
と
協
力
し
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
立
場
に
あ
る
た
め
、
費

用
対
効
果
を
検
証
し
つ
つ
町
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

奨
励
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問問　
町
の
雇
用
を
増
や
す
た

め
の
考
え
は
。

町
長
町
長　
現
在
あ
る
企
業
立
地

奨
励
金
、
立
地
企
業
雇

用
奨
励
事
業
補
助
金
を
活
用
し

た
誘
致
企
業
へ
の
雇
用
促
進
を

継
続
し
つ
つ
、
創
業
支
援
事
業

補
助
金
も
活
用
し
、
雇
用
の
裾

野
拡
大
を
重
視
す
る
施
策
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ツキノワグマ2 ～ 主な事件として2009年乗鞍岳クマ襲撃事件、2016年十和利山熊襲撃事件があります。野生動物
トピックス
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一
般
質
問

町民バス利便性低下、改善策は
新たな交通手段を検討中 ― 町長

町
道
の
安
全
調
査
を

補
助
金
を
活
用
し
調
査
を
検
討
―
町
長

問問　
７
月
16
日
に
発
生
し
た

県
道
米
田
六
戸
線
の
陥
没

事
故
を
受
け
、
町
道
、
県
道
、

国
道
の
危
険
個
所
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
は
。

町
長
町
長　
国
や
県
で
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
、
地
下

空
洞
調
査
等
を
参
考
に
、
町
道

に
つ
い
て
も
、
補
助
金
や
交
付

金
を
活
用
し
た
調
査
の
実
施
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
日
頃
の
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
の
充
実
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
青
森
県
地
下
占
用
物

連
絡
会
議
内
で
共
有
さ
れ
る
、

道
路
陥
没
を
防
ぐ
取
り
組
み
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
や ま

本
も と

　実
みのる

議員

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
を

年
度
内
実
施
を
目
指
す
―
町
長

問問　
六
戸
学
園
で
フ
ッ
化
物

洗
口
の
実
施
を
し
て
は
。

町
長
町
長　
県
内
他
自
治
体
の
実

績
で
も
効
果
が
表
れ
て

い
る
た
め
、
年
度
内
に
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
こ
ん
な
質
問
あ
り
ま
し
た

六
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
大
広
間
へ
の
冷
房
設
備
設
置
に
つ
い
て
（
回
答
に

つ
い
て
は
、
10
ペ
ー
ジ
の
松
村
英
子
議
員
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
あ
る

町
民
バ
ス
待
合
所

※
デ
マ
ン
ド
交
通

　
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

地
域
公
共
交
通
の
こ
と
。

問問　
町
民
バ
ス
の
利
便
性
低

下
に
対
し
、
代
替
え
策
や

改
善
策
の
考
え
は
。

町
長
町
長　
現
在
、
※
デ
マ
ン
ド

交
通
な
ど
を
含
め
た
新

た
な
地
域
公
共
交
通
手
段
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

問問　
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ

ス
導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

町
長
町
長　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
ル
ー
ト
や
時
刻
を
柔
軟
に

設
定
で
き
る
た
め
、
コ
ス
ト
削

減
と
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で

き
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問問　
導
入
を
検
討
す
る
場
合
、

い
つ
頃
か
ら
調
査
検
討
を

実
施
す
る
の
か
。

町
長
町
長　
地
域
に
お
け
る
公
共

交
通
を
取
り
巻
く
問
題

・
課
題
を
整
理
し
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
公
共
交
通
体
系
へ

の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
国
庫

補
助
に
よ
り
地
域
公
共
交
通
の

実
態
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
来
年
度
末
ま
で
に

は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
、

方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
実
施
す
る
場
合
、
他
自

治
体
の
成
功
実
例
や
国
、

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
み

て
は
。

町
長
町
長　
当
町
に
と
っ
て
ど
の

交
通
手
段
が
適
当
な
の

か
を
検
討
し
、
他
の
自
治
体
の

参
考
事
例
が
あ
れ
ば
、
補
助
制

度
も
含
め
活
用
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
町
民
バ
ス
中
央
バ
ス
停

待
合
所
の
暑
さ
対
策
は
。

町
長
町
長　
利
用
者
の
健
康
へ
の

配
慮
の
た
め
に
も
、
エ

ア
コ
ン
設
置
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
来
年
度
設
置
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ニホンオオカミ ～ 家畜に害をなす為駆除の対象となり、1905年奈良県東吉野村で捕獲されたのが最後と
されています。その後、生存が確認されず絶滅種と認定されています。

野生動物
トピックス
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審議した議案の 否賛
議　案　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

報　　告
令和６年度六戸町健全化判断比率 報　

告

９
月
11
日

令和６年度六戸町資金不足比率

専決処分 令和７年度六戸町一般会計補正予算（第２号）（5491万円を増額補正）

全
員
賛
成

承
認

令和６年度
決算認定

一般会計決算認定

認　
定

国民健康保険事業特別会計決算認定

介護保険事業特別会計決算認定

後期高齢者医療特別会計決算認定

国民健康保険診療所事業特別会計決算認定

下水道事業会計決算認定

条例制定 六戸町名誉町民条例（町政の振興や社会文化の興隆に寄与した町民等で、その功績が卓越し
町民が郷土の誇りとして尊敬する者に対し、「六戸町名誉町民」の称号を贈り、顕彰する。）

可　
　
決令和7年度

補正予算

一般会計補正予算（第３号）（３億3264万円を増額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（415万円を増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）（4875万円を増額補正）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（774万円を増額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）（1380万円を増額補正）

下水道事業会計補正予算（第１号）（収益的収入901万円増額補正、収益的支出277万円増額
補正、資本的収入871万円減額補正、資本的支出675万円減額補正）

人　　事
六戸町固定資産評価審査委員会委員の選任（佐藤隆氏＝再任） 全

員
起
立

同　
意六戸町教育委員会委員の任命（下田勝氏＝再任）

第３回定例会（開会日9月5日）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

　定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されて
いて、どなたでも傍聴できます。町政への知識を深め、町政を身近
に感じるために、議会を傍聴しませんか？
　次の定例会は12月５日㈮開会の予定です。

　■問　議会事務局　☎55－4547

議会を傍聴しませんか？

　
種
市
正
孝
議
員
（
満
62
歳
）

が
、
在
職
中
の
令
和
7
年
11
月

3
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
初
当
選
以
来
、

3
期
10
年
に
わ
た
り
、
住
民
福

祉
、
教
育
の
向
上
と
地
方
自
治

の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
間
、

議
員
選
出
の
監
査
委
員
、
議
会

広
報
委
員
会
委
員
長
等
を
担
わ

れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

種
市
正
孝
議
員

　
逝
去

ニホンジカ ～ 環境省によると2019年の農作物被害は約53億円で全国1位。しかし、青森県に限ると
2019年の被害額は1万円と少なくなっていましたが、2023年になると690万円と高くなっています。

野生動物
トピックス



9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

令和７年11月21日発行　10

9月定例会
こんなことを審議しました

　令和7年度一般会計補正予算（第３号）では、歳
入歳出に3億3264万円を増額し、総額81億5264
万円となりました。
　補正の主な内容は次のとおりです。
◇地域公共交通実態等調査業務ほか　　499万円
◇新型コロナウイルス予防接種業務ほか

1440万円
◇グリーンベルトの樹木剪定業務ほか 7337万円
◇七百地区公民館解体工事実施設計業務

3723万円
◇旧勤労者体育センター解体工事実施設計業務ほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　866万円

◇旧小中学校施設の今年度末までの光熱水費　　
575万円

旧学校施設の解体工事実施設計業務ほか　8024万円

Q 種市正孝議員
　旧校舎内に残されている備品等は、まだ使える
物もあると思うが、今後どのようにするのか。
町民へ譲渡・販売等の考えは。
AA 教育課長
　現在、学園や町で使用可能な物品があるか選定
をしています。その後、町内会へ広報をし、使用
できるものがあれば使っていただきたいと考えて
います。残ったものは処分になります。
AA 企画財政課長
　個人への販売等は、譲渡後、不法投棄や転売の
心配があります。現時点では、個人への引渡しは
考えていません。

六戸学園生海外派遣事業　1000万円

Q 盛田嘉彦議員
　海外派遣事業の内容は。
AA 教育課長
　学園生が８人、団長の外２名の計11名を、令和
８年１月５日から12日までの６泊８日で米国のキ
タリー町へ派遣する事業です。
Q 盛田嘉彦議員
　海外に行くのではなく、六戸学園にあるICT
ルームを活用し、国際交流を図ってみては。
AA 教育課長
　将来的には様々な事業に活用していきたいと思
います。
Q 川村重光議員
　今後、町の財政が厳しくなると予想されるため、
参加人数を縮小しては。また、この事業は今後も
継続するのか。
AA 町長
　円安状況下での海外派遣人数の適正規模は、今
後検討しなくてはなりませんが、今回はこの人数
で交流事業を進めたいと考えています。
　また、この事業は継続していきたいと考えてい
ます。

９月定例会で提出された
18件の議案等の一部を
紹介します。

３億3264万円を増額　総額81億5264万円に
旧学校施設の解体工事実施設計業務など

条 例

補 正

　町政の振興や社会文化の興隆に寄与した
町民等で、町民が郷土の誇りとして尊敬す
る者に対し、六戸町名誉町民の称号を贈り、
その功績を顕彰します。

制定の目的

六戸町名誉町民条例の制定
郷土の誇りとして尊敬する者に対し、六戸
町名誉町民の称号を

PICK  UP!

QQ＆＆AA

QQ＆＆AA

来年１月に六戸学園の生徒が海外派遣で行く予定のキタリ―町

イノシシ ～ 2019年度、全国のイノシシは80万頭と推定されました。また、2019年の農作物被害は
約46億円で2位。青森県では35万円でしたが、2023年では748万円となっています。

野生動物
トピックス
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議
員
活
動
レ
ポ
ー
ト
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

毎朝のラジオ体操
　熊野神社ラジオ体操会が始まって、今年でまる　熊野神社ラジオ体操会が始まって、今年でまる
10年になります。毎朝６時30分、神社に参拝した710年になります。毎朝６時30分、神社に参拝した7
～ 10名が輪になって挨拶がてらの 10分間のラジオ～ 10名が輪になって挨拶がてらの 10分間のラジオ
体操。体操。
　弘前城でも札幌の大通り公園でも、全国各地で全　弘前城でも札幌の大通り公園でも、全国各地で全
国の皆さんと一斉にラジオ体操をしているのだと思国の皆さんと一斉にラジオ体操をしているのだと思
うと、何万人か何十万人か・・・毎日、勇気が湧いうと、何万人か何十万人か・・・毎日、勇気が湧い
て来ます。て来ます。
　昨年、青森市で全国ラジオ体操連盟主催の指導者　昨年、青森市で全国ラジオ体操連盟主催の指導者
講習会があり、一つ一つの動作や意図する事など大講習会があり、一つ一つの動作や意図する事など大
変参考になりました。また地域住民の健康増進とコ変参考になりました。また地域住民の健康増進とコ
ミュニティ活性化に資する施策としても、全国の自ミュニティ活性化に資する施策としても、全国の自
治体から好評を得ているとのことです。治体から好評を得ているとのことです。
　先日、青森県ラジオ体操連盟の方から「住みた　先日、青森県ラジオ体操連盟の方から「住みたいい
街」や「六戸学園」など六戸町がクローズアップ街」や「六戸学園」など六戸町がクローズアップささ
れているこの機会に、「2026年度巡回ラジオ体操れているこの機会に、「2026年度巡回ラジオ体操
みんなの体操会」を開催したらと勧められました。みんなの体操会」を開催したらと勧められました。

広報委員の

　ぜひ来年の夏には、六戸学園の校庭か体育館で児　ぜひ来年の夏には、六戸学園の校庭か体育館で児
童生徒と町民そしてＮＨＫスタッフが一緒になって、童生徒と町民そしてＮＨＫスタッフが一緒になって、
全国生中継のラジオ体操が実現できればと願ってい全国生中継のラジオ体操が実現できればと願ってい
る一人です。　　　　　　　　　　　　　杉山茂夫る一人です。　　　　　　　　　　　　　杉山茂夫

熊野神社でラジオ体操をする様子

　来年度、旧小・中学校等を譲渡、もしくは解体、処
分するとの発表を受けて、町議会では旧小・中学校を
視察しました。
　使用されなくなった多くの備品（椅子、机等）や卒
業記念品など多くの物がそのままに残されていました。
今後、各町内会で必要な物品があれば譲り、その後全
て廃棄処分される方針のようですが、各町内会に必要
物品を譲渡しても、余る物品がでてくるように感じら
れました。
　視察を終えた後、各議員から、寄贈品や卒業記念品、
表彰状等は、地域の人や卒業生、ゆかりのある人に譲
った方が良いのでは。各小中学校の備品は、廃棄処分
するだけではなく欲しい町民に対し、フリーマーケッ

ト等で配布してはどうか等、多数の意見がだされまし
た。
　今後、議会からでた意見を集約し、町側へ提案をし
ていきたいと思います。

議会運営委員長　久田伸一

閉校になった学校備品の今後は

使われなくなった机、椅子 そのまま置かれている調理器具 残されたトロフィー

旧六戸中学校

外来生物 ～ 青森県では外来種のハクビシン、アライグマが増加しています。
全国で見ればヌートリア、タイワンリス等が増えてきています。

野生動物
トピックス



大崎市大崎市

富谷市富谷市

名取市名取市

亘理町亘理町

岩手県岩手県秋田県秋田県

山形県山形県

福島県福島県

各常任委員会県外行政視察研修へ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
住
促
進
、
ス
マ
ー
ト
農
業

教
育
と
部
活
動
の
地
域
移
行

令和７年11月21日発行　12

　
宮
城
県
名
取
市
閖
上

小
中
学
校
で
魅
力
と
特

色
の
あ
る
義
務
教
育
学

校
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
閖
上
小
中
学
校
は
、

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
し
た

学
校
の
再
建
に
よ
り
生
ま
れ

た
義
務
教
育
学
校
で
、
開
校

か
ら
8
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
特
色
は
、
校
内
に
設
置

し
て
あ
る
郷
土
資
料
室
で
、

地
域
の
歴
史
文
化
等
を
学
ぶ

閖
上
学
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
心
の
ケ
ア
に
取
り
組

む
体
制
づ
く
り
や
防
災
教
育

と
備
蓄
・
避
難
所
の
機
能
を

併
せ
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と

感
じ
ま
し
た
。
同
校
は
、
小

中
一
貫
教
育
を
導
入
し
た
も

の
の
、
学
力
の
向
上
は
み
ら

れ
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
、

教
育
体
制
の
構
築
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
6
、
7
年
生
時
の
卒
業
式
、

入
業
式
が
な
い
た
め
、
4
年

生
の
10
才
の
誓
い
、
7
年
生

の
立
志
式
は
六
戸
学
園
で
も

参
考
に
な
る
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
宮
城
県
富
谷
市
で
幸

福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

の
定
住
促
進
等
の
施
策

に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
富
谷
市
は
、
当
町
の
よ
う

な
定
住
促
進
補
助
と
い
っ
た

施
策
は
行
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
仙
台
市
に
隣
接
す
る
地

理
的
条
件
の
良
さ
か
ら
、
民

間
企
業
が
主
導
し
て
団
地
や

宅
地
等
の
造
成
を
行
う
こ
と

で
、
人
口
が
増
え
続
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
立
地
特
性

の
み
に
頼
る
こ
と
は
せ
ず
、

企
業
誘
致
、
起
業
・
創
業
へ

の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
、

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と
同

時
に
、
子
育
て
が
し
や
す
い

自
然
環
境
、
教
育
環
境
の
整

備
を
行
い
、
子
育
て
世
代
か

ら
好
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
宮
城
県
亘
理
町
で
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
亘
理
町
で
は
、
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
を
段
階
的
に

進
め
て
お
り
、
今
年
10
月
以

降
、
中
学
校
の
部
活
動
は
平

日
の
み
実
施
、
長
期
休
業
期

間
中
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
ま

す
。
休
日
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
芸
術
活
動
を
希
望
す
る
生

徒
は
、
保
護
者
・
関
係
者
と

協
議
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
し
ま
す
が
、
部
活
動

地
域
展
開
実
証
事
業
と
し
て

指
導
者
派
遣
や
保
護
者
の
見

守
り
活
動
支
援
、
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
団
体
に
対
し
、
町
が

指
導
助
成
や
保
険
・
消
耗
品

の
経
費
を
負
担
し
て
い
ま
し

た
。
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会　

委
員
長　
山
本　
実

　
宮
城
県
大
崎
市
の
ヤ

ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ

ン
㈱
で
ス
マ
ー
ト
農
業

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
農

業
が
抱
え
る
高
齢
化
や
就
業

者
不
足
、
ま
た
、
法
人
化
等

で
大
規
模
に
作
付
け
し
て
い

る
農
家
に
と
っ
て
は
、
最
先

端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で

問
題
は
解
消
さ
れ
て
い
く
と

感
じ
た
反
面
、
高
額
な
機
械

の
価
格
等
、
小
規
模
経
営
の

農
業
に
合
っ
た
作
業
支
援
や

先進地先進地からから学学ぶぶ

10/28

7/23

10/29

7/24

富谷市から説明を受ける

産業

総務

経
済
支
援
に
つ
い
て
今
後
は

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
長
根
一
男

青森県の鳥獣被害額、１位ツキノワグマ4161万円、２位ニホンザル1248万円、３位イノシシ747万円、
４位ニホンジカ690万円、５位ハクビシン623万円となります。（農作物2023年より）

野生動物
トピックス
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意
見
交
換
会

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
議
会
は
こ
れ
ま
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
対

象
者
を
設
定
し
、「
意
見
交

換
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
の
対
象

者
は
六
戸
学
園
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
六
戸
学
園
が
開
校
し
て
約

半
年
経
過
し
、
学
園
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
、
ま
た
町

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
は
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

六
戸
学
園
に
つ
い
て

・
学
園
内
に
意
見
箱
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
行
事
を
全
て
１
年
か
ら
９
年
で
行
う
必

要
性
は
？

　

ス
テ
ー
ジ
で
分
け
た
り
、
前
期
・
後
期

で
分
け
た
り
し
て
も
い
い
の
で
は
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
の
待
合
場
所
を

屋
根
付
き
に
。

・
高
学
年
が
ト
イ
レ
前
に
集
ま
っ
て
い

て
、
低
学
年
の
子
供
が
ト
イ
レ
に
行

く
の
が
怖
い
と
言
っ
て
い
る
。

六
戸
町
に
つ
い
て

・
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
所
が
全
く
無
い
！

（
今
の
時
代
が
求
め
て
い
る
場
所
が
な
い
）

・
新
し
い
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
！

・
街
灯
が
も
っ
と
ほ
し
い
（
小
松
ケ
丘
）

・
部
活
動
で
の
活
動
場
所
が
少
な
い
。

・
町
か
ら
の
発
信
が
少
な
い
。
情
報
が
届

か
な
い
。

日
付
　
10
月
22
日
　

会
場
　
六
戸
学
園
内

参
加
人
数
　
　
14
人

日
程
・
会
場
の
参
加
人
数

六
戸
学
園
、
町
の
こ
と

生
の
声

学
園
学
園
のの
保
護
者

保
護
者

を
聴
き
ま
し
た

か
ら

　
意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
要
望
や
意
見
な
ど
は
、

今
後
議
会
内
で
整
理
し
、
課
題
の
解
決
や
、
実
現
に

向
け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声

い
た
だ
い
た
声
を
生
か
す
よ
う
に
！

保護者の生の声を聴くことができた

六戸学園と町についてをテーマに開かれた意見交換会

自由に意見を交わす

野生動物の捕獲・駆除は、鳥獣保護管理法により規制されています。
そのため、無断での駆除・捕獲は違法となる場合があります。

野生動物
トピックス



　

9
月
定
例
会
に
お
け
る
町

長
の
議
案
上
程
に
お
い
て
、

今
回
の
決
算
議
会
が
最
後
に

な
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
、
そ
の
真
意
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
質
問

の
中
で
の
次
期
の
進
退
を
明

か
し
て
い
く
の
が
通
例
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ

青
天
の
霹
靂
と
い
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

吉
田
町
長
の
足
跡
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令

和
7
年
度
開
校
の
六
戸
義
務

教
育
学
校
の
建
設
事
業
が
最

大
の
功
労
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
1
月
の
町
長
選
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
町
民
の

興
味
が
尽
き
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。広

報
委
員　
高
坂　
茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
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今
年
も
実
り
の
秋
と
な
り

ま
し
た
、
農
作
物
も
豊
作
で

農
家
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
は
と
推
察
し
ま
す
。

　

さ
て
六
戸
学
園
も
開
校
し
、

廃
校
後
の
処
置
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
曲
小
と
開
知
小
は
そ
の

ま
ま
で
、
六
戸
小
、
六
戸
中
、

七
百
中
（
講
堂
は
残
す
）、
旧

昭
陽
小
、
勤
労
者
体
育
館
、

七
百
地
区
公
民
館
は
解
体
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
施
設
の
備
品

を
ど
う
処
理
す
る
か
が
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
で

は
、
各
学
校
の
備
品
等
を
視

察
し
、
ど
の
よ
う
な
処
分
方

法
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
提

案
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
み

て
は
？広

報
委
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高
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茂

議
会
広
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会
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茂
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茂
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編
集
後
記

約
半
年
間

学
園
で
過
ご
し
て

山
内
さ
ん　
1
か
ら
9
ま
で

の
学
年
と
交
流
で
き
る
こ
と

で
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
色
々
な
話
題
も
多

く
集
ま
っ
て
く
る
し
、
活
気

が
あ
っ
て
い
い
学
校
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
学
園
内
が
広

く
て
明
る
い
の
で
、
開
放
感

が
あ
っ
て
来
る
の
が
楽
し
い

で
す
。

沼
尾
さ
ん　
昨
年
ま
で
小
学

生
が
い
な
い
中
学
校
で
2
年

間
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
上

手
く
交
流
で
き
る
か
不
安
で

し
た
が
、
学
園
生
活
が
始
ま

っ
て
み
る
と
、
全
学
年
と
交

流
が
で
き
た
の
で
、
学
年
間

の
壁
は
自
分
が
思
っ
て
い
た

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
と
て
も
過
ご
し

や
す
い
学
校
で
す
。

今
後
こ
ん
な
学
園
に

山
内
さ
ん　
今
は
こ
の
学
園

生
活
を
楽
し
む
気
持
ち
が
強

く
あ
り
、
落
ち
つ
き
が
な
い

場
面
が
み
ら
れ
ま
す
。
各
学

年
が
も
っ
と
冷
静
さ
を
意
識

し
て
、
メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

沼
尾
さ
ん　

六
戸
学
園
は

小
・
中
学
生
両
方
い
る
の
で
、

中
学
生
の
考
え
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
各
学
年
の
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
考
え
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考

え
て
、
よ
り
良
く
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

児
童
生
徒
全
員
で
協
力
し
て

新
し
い
学
園
を
創
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

生
徒
会
長
と
し
て

山
内
さ
ん　
昨
年
の
選
挙
の

公
約
で
掲
げ
た
、
仮
眠
時
間

を
つ
く
る
を
実
現
さ
せ
た
い

で
す
。
授
業
中
、
眠
そ
う
な

人
が
い
る
の
で
、
昼
休
み
な

ど
に
仮
眠
を
取
る
時
間
を
と

っ
て
、
頭
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ

て
午
後
の
授
業
に
挑
む
と
、

集
中
力
が
上
が
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沼
尾
さ
ん　
僕
は
学
校
間
の

壁
を
な
く
す
こ
と
が
公
約
だ

っ
た
の
で
、
今
行
っ
て
い
る

２
つ
の
学
年
の
み
の
交
流

（
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
イ
ム
）
だ

六戸学園生徒会長

け
で
は
な
く
て
、
全
校
で
交

流
が
で
き
る
機
会
を
設
け
て
、

何
か
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

議
会
に
ひ
と
こ
と

山
内
さ
ん
・
沼
尾
さ
ん　
六

戸
町
に
休
日
に
み
ん
な
で
集

ま
れ
る
場
所
、
ま
た
は
遊
べ

る
施
設
が
あ
っ
た
ら
い
い
で

す
ね
。
今
は
友
だ
ち
と
遊
ぶ

と
き
は
三
沢
の
カ
ラ
オ
ケ
に

行
っ
た
り
、
下
田
の
イ
オ
ン

に
自
転
車
で
行
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
、
自
転
車
で
行
け

る
場
所
で
あ
れ
ば
、
み
ん
な

ど
こ
に
で
も
遊
び
に
行
く
と

思
い
ま
す
。

聞
き
手
　
杉
山 

茂
夫

　
松
橋 

一
男

（

）

■プロフィール　＊六戸学園初代生徒会長は今年度のみ２名体制です。
　山内さんは上吉田在住。旧六戸中学校出身。六戸学園９年生。将
来の夢、建築士。趣味は読書、音楽鑑賞。兄姉、父母の５人家族。
　沼尾さんは沖山平在住。旧七百中学校出身。六戸学園９年生。将
来の夢、公務員。趣味は音楽鑑賞。弟、父母の４人家族。

山
やま

内
うち

啓
はる

路
みち

さん㊨

沼
ぬま

尾
お

南
み　な　み

風 さん㊧
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六戸学園祭で行われた全校合唱


